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１.はじめに 

 国土交通省利根川水系砂防事務所とその管内の群馬県神流町では、大規模土砂災害時等における減災活動や災害対応が円滑

に進むことを目的として、平成19年８月８日に「大規模土砂災害時等に備えた相互協力に関する協定書」を取り交わしている。 

本報告では、この協定に基づいた利根川水系砂防事務所の支援によって、住民が円滑な避難行動を行うことができるよう、

神流町が実施した取り組みについて紹介する。神流町では、この協定を結んだ直後の平成19年９月上旬には、東日本を縦断し

た台風９号に伴って総雨量が500mmを超える記録的な豪雨に見舞われ、多くの土砂災害が発生した。また群馬県により、平成

19年3月に魚尾地区で、平成20年2月に他の全地区で土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等の指定がなされている。 

 

２.平成19年台風９号の課題 

平成19年台風９号の降雨によって神流町では全域で多くの崩壊が発生し、一部の渓流では土石流が発生した。これらに伴

いケーブルテレビの主ケーブルや道路が寸断されるなどの被害が生じた。避難勧告については発令されなかったが、4地区8

世帯21人の住民が自主避難を行った。人的被害はなかったものの、災害対応への様々な課題が明らかとなった。 

神流町役場では、関係機関からの各種情報（主にＦＡＸによる）が集中したが、人手不足のため情報の分析ができなかっ

たほか、一部の住民からの要請により職員が土のう積などの水防活動支援に追われ、ケーブルテレビによる情報提供等、住

民の避難行動に対して十分な対応を取ることができなかったこと等があげられる。 

 

３. 持倉地区・船子二区における地域防災力強化の取り組み 

神流川の支川である船子川沿いに位置する持倉地区・船子二区（椹森、白石、高塩地区）（図-５参照）は、過去に明治 40

年、43 年、昭和 13 年に土砂災害が発生しており、山間地である神流町の中でも特に土砂流出による被害が懸念される地区で

ある。平成19年台風９号においても上流部で崩壊が多発したほか、道路決壊によって集落間の移動が不可能となった。また台

風９号の降雨をきっかけとして、最上流部の持倉地区下部に位置する地滑りが活動化し、その下流に位置する船子二区では地

滑りによる天然ダムの形成とその決壊による影響が懸念されている。このため地滑りの監視システムが現在稼動中である。 

本地区住民の土砂災害に対する意識の高まりを受け、住民自らがハザードマップを作成し避難ルールを取り決めることを目

的とする防災検討会を計３回開催し、自主的な避難を行うことができる体制づくりの支援を行った。なお利根川水系砂防事務

所万場出張所では、当該地滑りの天然ダム発生に伴う災害シナリオと、その対応方針を定めた危機管理計画を策定中である。 

3-1.住民アンケート 

 防災検討会に先んじて、過去の土砂流出箇所、安全な避難場所、避難に必要な情報、避難に対する意識等について把握す

るため、地区の住民に対してアンケートおよびヒアリングを行った。アンケートは持倉地区・船子二区の全63世帯に配布し、

回収は48世帯（76.1％）であった。概要は以下の通りであり、図-1にはアンケート結果の抜粋を示す。 

問１ これまでに土砂災害の危険性を感じたことがあるか － 約3/4の住民が土砂災害により何らかの被害が及ぶと感

じたことがあると回答している。問２ 避難に対する意識について － 自宅にいれば安全と考える住民は少なく、大部分

の住民が何らかの避難行動をしたいと回答している。問３・４ 避難のために必要な情報と伝達手段について － 気象情

報、土砂災害警戒情報、周辺の土砂災害発生情報等について、ケーブルテレビの音声告知放送や文字放送・映像によって流

してもらえば自分で判断するという回答が約2/3である一方、役場からの注意を促す放送や消防団、区長、隣人等による呼

びかけが必要という回答が約1/3となっている。問５ 避難所について － 指定避難所を知っていて安全だと考えている

住民は1割にすぎず、避難所がどこなのか知らないという回答が約3/4に達している。問６ 地域の助け合いについて － 

住民同士で自発的に助け合うことができるとの回答が多い一方、高齢者や体の不自由な人を避難させるためには外部の手助

けが必要との回答が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２　大雨によって危険を感じた時、
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問３　自主避難をするために必要な情報は何ですか

テレビでの台風情報・大雨注意報・警報

土砂災害警戒情報

パソコンや携帯電話の防災情報

道路通行止の情報

降雨量（現況と予測）の情報

役場からの注意放送・避難所開設情報

誰かからの注意呼びかけ

前兆現象・土砂災害発生情報

図-１ 住民アンケート結果（抜粋）

複数回答 
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問４　情報をどのような手段で
伝えてほしいですか
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3-2.住民が主体となったハザードマップ作成、避難ルール策定支援

 アンケートおよびヒアリング、防災検討会での住民の意見をふまえて、住民が主体となって作成したハザードマップ作成

の支援を行った。ハザードマップには、住民がこれまで見聞きした土砂流出・前兆現象発生箇所や、地域の言い伝えのある

危険箇所、安全な避難所等が記載されている。また住民がどのように避難するかをあらかじめ決めておくための地区避難ル

ール（案）の策定支援を行った。早期避難を可能とするため、集落内の取り決めだけではなく、持倉地区の地すべり活動に

関する情報、周辺地区の土砂災害発生情報等、役場から提供する必要のある情報の種類についても明確にした。白石地区に

おけるハザードマップ（案）を図-２に、避難ルール（案）を図-３に示す。なお神流町では魚尾地区において、平成19年よ

り群馬大学が中心となり、地域の土砂災害を考えることをテーマとしたハザードマップ作成と避難ルール策定の取り組みが

行われている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４.集落の階層化による防災ネットワークの検討  

  平成19年台風９号のような同時多発の土砂災害が発生した場合、行政のみで被害を最小限に抑えることは現状では困難で

ある。個々の住民が役場に対して対応を期待しているだけでは、今後も同様の状況となることが考えられるが、それぞれの

集落のみで対応することは難しい。このため現状のつながりを基にした集落の階層化を行った上で、地域住民が役場と連携

して災害対応ができるよう、防災に関する資源（人的資源、防災資機材、警戒避難体制整備状況、地域の安全度等）を集落

間で共有するための集落のネットワークについて検討した。この結果、神流町では保有する各資源をある程度満たすことの

できる集落のまとまりは３つとなった。図-４に神流町における集落階層を示し、図-５に防災ネットワーク（案）を示す。 

神流町においてはこの集落のまとまりを単位として、 

それぞれの特徴をふまえた減災対策を検討していくこと 

が効果的であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５.おわりに 

 以上のように、神流町では協定に基づいた国の直轄事務所の支援によって、住民が土砂災害から回避できるようになるため

の様々な検討や取り組みを行ってきた。このような取り組みが多くの土砂災害危険箇所を抱える地域へ広がっていくことによ

って、土砂災害による死者ゼロの実現に近づくことができるのではないかと考えている。 
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図-４ 神流町における集落階層 図-５ 神流町における防災ネットワーク（案）

図-２ 白石地区のハザードマップ（案） 図-３ 白石地区の避難ルール（案）
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